
様
子
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
既
に
廃
校
に
な
り

取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、

誠
意
学
校
や
桑
名
川
小
学
校

な
ど
、
明
治
・
大
正
時
代
に

建
設
さ
れ
た
学
校
の
写
真
な

ど
も
多
数
展
示
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
家
族
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。
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３０３１  ふるさと館だより/06.12

総合学習センター総合学習センター

ふ
る
さ
と
館

だ
よ
り

ご　案　内
【開館時間】
　9:00 ～ 18:00
　※入館は 17:30 まで

【休 館 日 】
　月曜日、年末年始
　※祝日の場合は火曜日

【入 館 料 】
　大　人 200 円 
　子ども 100 円
　※市内の小中学生と　
　　同伴の保護者は無料

「
昔
の
学
校
展
」
開
催
中

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
12
月

28
日
ま
で
、
企
画
展
「
昔
の

学
校
展
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

昭
和
30
年
代
の
教
室
を
再

現
し
た
展
示
の
他
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科

書
や
世
界
地
図
な
ど
、
昔
懐

か
し
い
学
校
用
品
や
、
飯
山

市
の
学
校
の
移
り
変
わ
り
の

△大正時代の学校日誌

△明治時代の教科書

文
化
財

　
ひ
と
く
ち
メ
モ

　
　
～
飯
山
の
宝
物
を
探
る
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
３

平
成
の
大
改
修
竣
工
記
念

正　

受　

庵

　

正
受
庵
は
、
寛
文
６
年

(

１
６
６
６)

、
飯
山
藩
主
松
平

忠た
だ
と
も倶

が
、
正
受
老
人
の
た
め
に

建
て
た
小
庵
で
す
。
正
受
老
人

は
、
母
を
迎
え
て
住
庵
し
、
享

保
６
年(

１
７
２
１)

に
亡
く
な

る
ま
で
こ
こ
で
修
行
を
し
て
い

ま
し
た
。弘
化
４
年(

１
８
４
７)

３
月
の
善
光
寺
大
地
震
の
際
に

倒
壊
し
ま
し
た
が
、
同
年
８
月

に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
に
入
る
と
正
受
庵
は
廃

庵
の
危
機
を
迎
え
ま
す
が
、
山

岡
鉄
舟
、
高
橋
泥
舟
ら
文
人

を
は
じ
め
、
地
元
の
人
々
の
協

力
に
よ
り
復
興
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
平
成
の
大
改
修
終

了
を
祝
い
、
正
受
庵
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

■
正
受
庵
の
栂と

が
■

　

飯
山
藩
主
松
平
忠た

だ
た
か喬
が
遠

州
の
掛
川
に
移
封
に
な
る
と
き

に
、
正
受
老
人
が
藩
主
と
の
別

離
の
記
念
に
拝
領
し
た
木
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
０
０
年

以
上
た
っ
た
今
で
も
元
気
な
姿

を
見
せ
て
い
ま
す
。

■
水
石
■

　
本
堂
の
縁
先
に
お
か
れ
て
い

る
水
石
は
、
飯
山
藩
主
松
平
忠

倶
よ
り
一
寺
建
立
と
寺
領
寄
進

の
代
わ
り
に
拝
領
し
た
も
の
で

す
。
き
わ
め
て
雅
致
に
富
む
水

石
で
正
受
庵
第
一
の
宝
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
参
道
■

　
正
受
庵
登
り
口
の
参
道
は
、

「
白
隠
蹴
落
と
し
の
坂
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

若
く
し
て
悟
り
を
拓
い
た
白
隠

が
来
庵
し
た
際
、
老
人
が
そ
の

慢
心
を
見
抜
き
、
こ
の
坂
に
蹴

落
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
由
来

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
座
禅
石
■

　

正
受
老
人
は
、
こ
の
石
の

上
で
昼
夜
を
問
わ
ず
座
禅
を

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
裁
松
塔
■

　

天
明
元
年
に
東
嶺
和
尚
（
白

隠
の
弟
子
）
が
正
受
老
人
の
60

回
忌
の
法
要
を
営
み
、
建
立
し

た
墓
碑
で
す
。
同
時
に
正
受
の

母
李
雪
と
、
二
世
宗
覚
の
塔
も

建
立
し
ま
し
た
。

△正受老人の墓碑

い
い
や
ま

天
然
記
念
物
め
ぐ
り
開
催

　

11
月
４
日
、
市
文
化
財
保

護
審
議
委
員
の
高
橋
勸
先
生

を
講
師
に
迎
え
、「
い
い
や
ま

天
然
記
念
物
め
ぐ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
30
名
を
越
え
る

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

長
い
間
飯
山
の
歴
史
を
見

守
っ
て
き
た
天
然
記
念
物
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
今

回
は
そ
れ
に
伴
い
、
市
内
の

主
な
天
然
記
念
物
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
秋
津
小
学
校
の
イ
ロ
ハ
モ

　
ミ
ジ

　

明
治
38
年
に
秋
津
小
学
校

が
創
設
さ
れ
た
際
、
坪
井
熊

蔵
氏
が
寄
付
し
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
胸
高
幹

囲
３
５
５
㎝
も
あ
り
、
多
雪

地
に
あ
り
な
が
ら
大
変
大
き

く
、
貴
重
な
名
木
で
す
。

◆
神
戸
の
イ
チ
ョ
ウ

　

長
野
県
下
有
数
の
巨
木
で

あ
り
、
樹
齢
は
千
数
百
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
雄
株
な

の
で
実
が
な
ら
な
い
代
わ
り

に
、
栄
養
分
が
気
根
と
な
っ

て
乳
房
の
よ
う
に
垂
れ
下

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
婦

人
が
祈
願
す
る
と
乳
が
出
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
伝
説
が

あ
り
ま
す
。

◆
小
菅
神
社
の
杉
並
木

　

現
在
は
、
奥
社
入
り
口
か

ら
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地

点
ま
で
杉
並
木
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
古
絵
図
に
は
、
関

沢
に
あ
る
二
の
鳥
居
か
ら
奥

社
ま
で
杉
並
木
が
続
い
て
描

△正受庵の栂

△秋津小学校のイロハモミジ

か
れ
て
い
ま
す
。
太
い
の
は

胸
高
幹
囲
５
５
０
㎝
の
も
の

も
あ
り
、
樹
齢
は
３
０
０
年

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
熊
野
神
社
の
ケ
ヤ
キ

　

柄
山
熊
野
神
社
の
ご
神
木

で
す
。
根
本
に
近
い
部
分
か

ら
２
本
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
直
前
の
幹
囲
は
８
４
５

㎝
で
す
。
下
木
島
に
あ
る
鳥

出
神
社
の
ケ
ヤ
キ
が
惜
し
く

も
大
き
な
損
傷
を
受
け
て
し

ま
っ
た
現
在
、
貴
重
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
西
大
滝
の
エ
ノ
キ

　

慶
長
３
年(

１
６
０
４)

に

植
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
、
事
実
だ
と
す
る
と
樹

齢
４
０
２
年
と
な
り
ま
す
。

善
光
寺
街
道
が
通
っ
て
い
ま

す
の
で
、
往
時
の
一
里
塚
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
現
在

市
内
で
最
も
大
き
い
エ
ノ
キ

で
す
。

　
▽
西
大
滝
の
エ
ノ
キ

◆
三
桜
神
社
の
ブ
ナ

　

こ
の
ブ
ナ
は
、
神
社
の
境

内
に
植
栽
し
た
も
の
で
は
な

く
、
ブ
ナ
林
の
中
に
神
社
を

建
て
た
も
の
で
、
か
つ
て
飯
山

の
平
地
に
も
ブ
ナ
林
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
長

峰
丘
陵
だ
け
で
な
く
、
千
曲

川
の
河
川
敷
や
沼
や
沢
以
外

の
山
地
は
、
ブ
ナ
な
ど
に
覆

わ
れ
て
い
た
事
が
、
今
に
残

る
大
深
の
眞
宗
寺
裏
の
ブ
ナ
、

奈
良
澤
神
社
の
ブ
ナ
な
ど
で

推
察
す
る
こ
が
で
き
ま
す
。

　
▽
三
桜
神
社
の
ブ
ナ

△参加者の皆さんと記念撮影

県文化財功労賞受賞
　文化財保護審議委員

　　高橋　勸
すすむ
　先生

　

市
の
文
化
財
保
護
審

議
委
員
の
高
橋
勸
先

生
が
、
県
の
文
化
財

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
高
橋
先
生

は
、
飯
山
市
だ
け
で

な
く
、
長
年
木
島
平

村
や
中
野
市
の
文
化

財
保
護
審
議
委
員
を

努
め
ら
れ
、
文
化
財

保
護
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

▽
天
然
記
念
物
め
ぐ
り
の

講
師
を
務
め
る
高
橋
先
生

ふ
る
さ
と
館

　
　
運
営
協
議
委
員
の
紹
介

　

今
年
３
月
に
開
館
し
た
ふ

る
さ
と
館
の
運
営
方
針
に
つ

い
て
協
議
・
決
定
し
て
い
た

だ
く
、
ふ
る
さ
と
館
運
営
協

議
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

　   

委
員
長　

千
坂　

経
悦

　
　
　
　
　
　

  

（
教
育
委
員
）

　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　

高
橋　

桂

　

    (

文
化
財
保
護
審
議
委
員)

　

委　

員　

田
中　

清
見

 　
　
　
　

 

（
飯
山
公
民
館
長
）

　

委　

員　

宮
沢　

邦
彦

           

（
信
濃
平
観
光
協
会
）

　

委　

員　

小
田
切
澄
男

              

（
泉
台
小
学
校
長
）


